
凡

例

一
、
本
巻
は
、
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
の
第
四
冊
目
で
あ
り
、『
越
前
松
平
家
家
譜

慶
永
』
全
五
巻
中

の
第
一
冊
目
で
あ
る
。

一
、
本
書
の
原
本
は
、
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
「
越
葵
文
庫
」
の
な
か
の
「
家
譜
」

で
あ
る
。「
家
譜
」
は
、
歴
代
藩
主
の
記
録
で
あ
る
本
編
二
五
三
冊
に
加
え
、
明
治
元
年
か
ら
明
治
二

十
三
年
ま
で
の
慶
永
の
記
録
が
「
追
加
」
と
し
て
一
七
冊
作
成
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
て
二
七
〇
冊
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
本
巻
で
は
、
天
保
九
年
か
ら
同
十
四
年
六
月
十
九
日
ま
で
を
翻
刻
し
た
。

一
、
資
料
の
利
用
に
資
す
る
た
め
、
巻
末
に
越
前
松
平
家
に
関
わ
る
系
図
を
付
し
た
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
原
本
の
体
裁
に
そ
う
よ
う
努
め
た
が
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
、
原
文
の
意

味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
、
次
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
。

�
使
用
字
体
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
異
体
字
は
原
則
と
し
て
正
字
に
改
め
た
。
し
た
が
っ
て
、

現
在
で
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
嶋
」「
冨
」
な
ど
も
す
べ
て
「
島
」「
富
」
に
改
め
た
。
ま
た
変
体

仮
名
や
合
字
は
通
常
の
仮
名
に
改
め
た
が
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
仮
名
・
俗
字
・
慣
用
字
句
は
残
し
た
。

扣
（
控
）

躰
（
体
）

斗
（
ば
か
り
）

�
（
よ
り
）

而
已
（
の
み
）

而
（
て
）

江
（
え
）

者
（
は
）

与
（
と
）

茂
（
も
）

�
全
文
に
わ
た
っ
て
読
点
と
並
列
点
を
つ
け
、
明
ら
か
な
誤
字
に
は
、
右
側
の
（

）
内
に
正
字
を
注

記
し
た
。
あ
わ
せ
て
文
意
が
通
じ
な
い
も
の
に
は
（
マ
�
）、
文
字
が
重
複
す
る
場
合
は
（
衍
）、
脱
字

に
は
（
□
脱
）（
□
脱
カ
）
な
ど
の
傍
注
を
付
し
た
。
ま
た
、
特
殊
な
読
み
方
を
す
る
語
句
の
ル
ビ
や
、

年
代
・
人
名
・
地
名
な
ど
校
訂
者
に
よ
る
注
記
は
す
べ
て
（

）
内
に
記
し
た
。

�
資
料
に
登
場
す
る
人
名
・
地
名
に
は
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
傍
注
を
付
し
た
が
、
以
下
の
原
則
に
従

っ
た
。

・
歴
代
藩
主
の
代
数
は
結
城
秀
康
を
初
代
、
松
平
光
長
を
第
三
代
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。
し
た
が
っ
て

松
平
慶
永
は
第
十
七
代
藩
主
と
な
る
。



・
三
�
の
姓
は
い
ず
れ
も
徳
川
で
あ
る
が
、
利
用
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
田
安
・
一
橋
・
清
水
と
記

し
た
。

・
地
名
に
関
す
る
傍
注
は
、
福
井
県
内
の
地
名
は
近
世
の
郡
名
、
県
外
の
地
名
は
現
在
の
市
町
村
名
と

し
た
。

�
欠
損
・
虫
損
等
に
よ
っ
て
文
字
が
判
読
で
き
な
い
場
合
に
は
、
□
や
�
�
�
で
示
し
た
。

�
本
文
以
外
の
も
の
に
は
「

」
を
付
し
て
そ
の
右
肩
や
下
に
（
表
紙
）（
朱
書
）（
後
筆
）（
貼
紙
）
な

ど
と
注
記
し
た
。

�
通
常
の
体
裁
で
は
表
せ
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
割
書
の
中
に
さ
ら
に
割
書
が
あ
る
場
合
は
�
印
、
付

箋
や
欄
外
の
記
載
な
ど
は
原
本
上
で
相
当
す
る
位
置
に
※
印
を
記
し
、
そ
の
記
事
の
終
り
に
ま
と
め
て

記
し
た
。

�
校
訂
者
の
記
し
た
注
は
、
記
事
の
終
り
に
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
記
し
た
。

�
原
本
の
闕
字
・
平
出
・
台
頭
な
ど
は
す
べ
て
省
略
し
た
。

�
宛
名
の
位
置
は
、
原
文
の
年
月
日
の
位
置
を
基
準
に
し
て
、
そ
れ
と
の
関
係
で
適
宜
定
め
た
。

�
原
本
に
は
後
世
利
用
の
た
め
に
付
箋
が
多
数
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
割
愛
し
た
。

	
柱
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
ペ
ー
ジ
の
最
初
の
段
落
に
お
け
る
資
料
上
の
年
を
示
し
た
。

一
、
本
書
に
は
、
現
在
か
ら
み
る
と
基
本
的
人
権
に
関
わ
る
歴
史
的
事
象
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
歴

史
的
事
実
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
原
文
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。
本
書
は
人

権
尊
重
を
め
ざ
し
、
史
実
に
も
と
づ
く
研
究
を
進
め
る
立
場
か
ら
刊
行
す
る
も
の
で
、
こ
の
趣
旨
を
理

解
し
、
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
当
館
職
員
及
び
文
書
館
活
字
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
筆
耕
し
、
校
合
は
本
川
幹
男
氏

（
当
館
資
料
調
査
員
）と
当
館
職
員
が
行
っ
た
。
編
集
は
本
川
幹
男
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
う
け
、
当
館
職

員
が
行
っ
た
。

一
、
資
料
の
所
蔵
者
で
あ
る
松
平
宗
紀
氏
、
原
本
校
合
や
写
真
撮
影
の
た
め
に
資
料
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ



い
た
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
、
筆
耕
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
文
書
館
活
字
化
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
田
原
健
子
・
油
谷
文
雄
・
垣
内
京
子
・
浅
田
益
作
の
各
氏
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
。
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絵

１
「
家
譜
」（
表
紙
）

２
「
家
譜
」（
部
分
、
天
保
九
年
十
月
）

３
「
大
名
小
路
神
田
橋
内
内
桜
田
之
図
」（
文
久
三
年
）

４

徳
川
斉
昭
書
状
松
平
慶
永
添
書
（
部
分
、
天
保
十
四
年
）
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表
１
「
家
譜
」
松
平
慶
永
代
の
構
成

図
１

越
前
松
平
家
系
図
（
１
）

図
２

越
前
松
平
家
系
図
（
２
）

図
３

越
前
松
平
家
関
係
系
図
（
１
）

図
４

越
前
松
平
家
関
係
系
図
（
２
）


